
202２年８月号

株式会社タカジョウ
<発行元>
広報委員会
<編集長>
松下廣徳

いつも、タカジョウグループを応援していただ
きありがとうございます。

今年は本当に早い梅雨明けでした。まだ、なかな
かマスクを外せない中、暑い日々が数ヶ月も続く
と思うと…室内にいても熱中症になる方が沢山い
るようです。こまめに水分を補給し、体調には、
十分、気をつけてください。

さて、夏に向けての様々なイベントが再開され、
会合や懇親会なども増えてきました。今まで自宅
での食事が多かったからでしょうか、外食が増え
てくると、こんな事を思うことが増えてきました。

有名なお店や値段の高い料理でも、それほど美味
しくない時があるなぁ。小さなお店で、決して高
くないお店でも、めちゃくちゃ美味しい。皆さん
も、さまざまなお店やサービスでそんな経験はな
いでしょうか？有名店、高級店なのに…そんな話
を友人達と語り合う中で、私なりの１つの答えを
見つけました。

それは、正解かどうかはわかりませんが、美味し
くて感動するお店は、料理人が私たちの顔を見て、
料理を提供してくれている事。私たちに喜んで欲
しい！という『愛情』を料理に注いでいる事です。

そして、不思議とどんなに有名なお店でも、料理
人が私たちの事を思ってつくってない時は、あま
り感動しないという事です。

もちろん、個人的な感想ですが。そんな事を考え
ながら、ふと、私たちの生活を見回すと実は、私
たちの生活は沢山の人たちの『愛情』という仕事
で成り立っている事に気がつきます。

毎日のように使う道路、水道、ガスや交通機関、
施設、スーパーや飲食店。衣食住の全てにおいて、
誰かが『愛情』を仕事を通じて届けてくれたから
こそ、直接「ありがとう！」という感謝につなが
らなかったとしても、誰かに「喜びや感動を！」
「安心や気持ちが良い生活を！」といった『愛
情』で社会は成り立っているのかもしれません。

毎日、誰かの為に…と考え『愛情』を注ぐ事で、
その延⾧線に家族や友人達、お客様や会社の仲間
達、地域や日本の素晴らしい未来、平和な社会が
あるとしたら…そこに「祈り」のようなものが産
まれるのではないでしょうか。

親は子供達の幸せを、祖父母は孫の幸せを、家族
の幸せを祈っています。そんな風に、誰かの事を
祈る時、自分たちも誰かに祈ってもらっていた事
に気がつきます。毎日の仕事の中に、自分が与え
てきてもらった「愛情」や「祈り」を込める。
そんな生き方をしていけたなら、素敵だな～と思
うこの頃です。

今月もありがとうございました。

⾧井正樹

社長メッセージ「愛情を込める」

一食一円運動

５月末での繰り越し残高
4,720,983円

６月末でのご協力金額
89,730円

合計残高
4,810,713円

ご協力誠にありがとう
ございます。
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スラマッ ダ タンジ Ｔａｋａｊｙｏ！（高浄へようこそ）

ペルケナルカン！（初めまして！）

高浄は３年前より外国人技能実習生制度を取り入れました。ミャン
マーから技能実習生を迎え入れ、色んな現場で仕事の経験を積んで
もらってきました。次の後輩技能実習生を見つけようと、ミャン
マーへ出張し、社員自らの目で見て面接・採用決定しましたが、新
型コロナウイルスの感染が拡大し、その間ミャンマー国内の状況変
化で、採用されたスタッフの出国不可と日本への来日不可が重なり、
いまだに入国できていない状態です。昨年にはインドネシアの技能
実習生の面接をリモートで実施し、１０名の実習生を決めることが
できました。その１０名が今年の６月に来日し、１か月間の研修を
経て、ついに勤務実習につけるようになりました。今回はその娘た
ちをご紹介します。

インドネシアはどこ？

ベトナムから
南南東に位置
した赤道直下
にあり、年中
暑い国ですわ。

インドネシア国旗

インドネシアは、ス
ポーツのバドミント
ンが強い国で有名な
のですが、この娘た
ちは、ほとんどが下
手でした（笑）。

ミャンマーとインドネ
シアの違いにビックリ
したのは、ミャンマー
人は「牛肉」を一切食
べず「豚肉、鶏肉」OK
であるが、インドネシ
アは、「豚肉」は食べ
ず「牛肉」は食べると
いう習慣でした😲。
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みんなで
楽しくラジオ体操!!

※時間や場所は
高槻祭りHPを
ご確認ください。

ラジオ体操はじめました。

当現場では 5月半ばから 朝仕事前に
ラジオ体操を 始めました。

仕事前の体ごなし 健康の為
色々思いながら 楽しく実施しています。
朝から 体を動かすのは 清々しく
とても気持ちの良い事です。

高槻まつり 開催!!
令和4年8月6日(土)・7日(日)

ラジオ体操 いいですね～😊
楽しい話題ありがとうございます。
「みんなの声」も、お待ちしています!!
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６月１日から末日までのクレーム発生件数 1９件

【内容】清掃中、火災報知器に触れてしまい、誤って発報してしまう。
それに伴い、非常灯が作動。エレベーターが緊急停止。

【対応】お客様へ謝罪。清掃時は、火災報知器半径1m以内に
立ち入らないことと、清掃資機材を置かないことを周知。

【原因】清掃時の注意不足（火災報知器に対しての意識不足）。

【ポイント】火災報知器の発報により、現場全体にご迷惑をお掛けする事態と
なります。清掃資機材を置く際は、火災報知器の近くに置かないよ
う、気を付けましょう！

今月の環境整備 整理、整頓、清潔、礼儀、
規律、チェックをテーマ
に仕事をやり易くする
環境を整えて備える事

各種

屋外にロッカーや、倉庫がある現場は特に注意！
「とりあえずここに置いとこ、、」「あとで直せばいいや。」

その油断、危険です。
事故に繋げないために。チーム全員で心掛けましょう。

環境整備


